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horizontally　trained　watermelon ［Citrultus　lanatus（Thunb ，）Matsum ，　cl　Nakai｝plants．　Watermelon

plants　grafted　on 　bottle　gourd （Lagenaria　siceraria 　Standl．） were 　grown　in　a　glasshouse．　In
　
thc

veTtically 　trained　systcm ，　elongating 　shoots 　were 　initially　suspended 　with 　polyethylene　strings 　and

then　draped　over 　horizontally　stretched 　steel 　wiro 　about 　180　crn 　above 　the　bed．量n　the　horizontally

trained　system ，　shoots 　wele 　spread 　on 　the　ground．　Each　plant　had　one 　hand
−
pollinnted　fruit．　In　the

vertically 　trained　systcm ，　fruit　was 　suspendcd 　in　a　cross
−

【ied　polyethylene　string ．　In　Experiment　l，

June−−harvest　culture ，
‘Honey −

syaruma ガ
，

‘Yoshino’and
‘Wase −tenryu ’

seedlings 　were 　planted　at　a

density　of　95．2　plants・a
一
且

（95．2
− 1905 　shoots

・a
−I
　 with 　a　LAI ＜ 1）．　In　Expcrimen吐 2，　November

−

harvest　culture ，　Qne 　group　of
‘Wase −tenry ゴ sccdli 【ユgs　was 　planted　at　densities　of 　95．2　and 　

l905

plants。a
−1
　（190．5　to　2852 　shoots ・a

−1

　with 　I」AI　of 　1・69　to　2・13）and 　trained　vcrtically ・Asecond

9・・ up ・f ・eedli ・g・ w ・・ pi・nt・d ・1 ・ d… ity。f　31．7　pl・ nI ・
・a
−1

（63・5 ・h・・t・・a
−L
　 with ・ LAI ・ 1）and

trained　horizontally・
　1．In　both　June−haTvesL　and 　Novernber−harvest　cultures ，　fruit　weight 　was 　closely 　related 　to　total

leaf　area 　per　p匡ant　inほ1e　vertical 　or 　horizonしal　trainings，

　2，Fruit　weight 　in　thc　vcrtically 　tTained　plants　was 　significantly 　lighter　than　that　in　thc　horizontally

trained　ones 　evcn 　when 　the　total　leaf　area　was 　s血 ilar、

　3．The　training　method 　or　thc　totaHeaf　area　per　plant　had　little　or　no　influence　on 　the　total　soluble

solids 　contents 　of　the　fruit．
　4．These　results 　indicate　that　fruit　weight 　of 　waterme 玉on 　is　basically　determincd　by　lotal　lcaf　area

per　plant　although 　some 　other 　factols（e．9．　light　interccption　characteristics ）may 　be　also　invQlved・

Key 　Words ： fruit　weight
，
　horizontal　tTaining，　leaf　area ，　vertical　training，　watermelon ．

緒　　言

　ス イ カ は通常地ば い 栽培さ れ る が，枝 の 整枝，誘 引，交

配 ， 収穫 な どの 作業姿勢が 悪 く，重労働感 の 強 い 作物で

あ る．こ の 問題を解決す る方法 の 一っ と して ，ス イ カ の

枝 を メ ロ ン の ように 上方 に誘引 して 立体栽培化する こ と

が考え ら れ る ，立体栽培 に よ り，作業姿勢が 大幅に 改善

さ れ る とともに 栽植本数 の 増大 が 可能 とな り，単位 面積

当たりの 収量増加も期待さ れ る．ス イ カ の 立体栽培 は，高

2000年7 月 1〔｝日　受付．2001年 3 月 22日　受理．

本報告 の
一

部 は園 芸学会平成 1｛〕年度春季大 会で 発表 した．
ホ Corresponding　author ．　E −rnail：shinwa ＠ affrc・go・jp
I ＊ 現 在 ：農業技術研 究機構花 き研 究所

知県等の
一部地域 で は促成作型を 中心 に す で に 行 わ れ て

い るが （前川，1986），立体栽培 で は果実 が 小型 に な りや

す い とい われて い る．

　 ス イ カ の 地 ば い 栽培 で は，収穫期 の 総葉面積 と果実 の

大 き さ と の 間 に正 の 相関が あ る こ とが知 られ て い る （萩

原・余吾，1942）．同様な関係 は，メ ロ ン （高木，1939 ），

カ ボチ ャ （倉 田 ・水野，1982）等で も報告さ れ て い る，ス

イ カ の 立体栽培 に おけ る果実肥大性に つ い て は，1本仕立

て に お け る 整枝法 の 影響 （加藤ら， 1984a ；1984b ），2 本

仕立 て に お け る 時期別摘心 お よ び摘葉の 影響 （加 藤ら，

1985），積算 日射量 と の 関係 （川信，1997）等が 検討 され

て い る．しか し，ス イ カ の 立体栽培 に おける個体当た り

の 総葉面積 と果実重 との 関係 や ，立体栽培 と地ばい 栽培
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に お け る果実肥大性を比較 した報告は見当た らな い．カ

ボ チ ャ で は，立体仕立 て と地ば い 仕立 て に お け る枝 の 伸

長や 最大葉長等の 生育差 は小 さ い が，1果実重 は立体仕立

て よ りも地ば い 仕立 て で大き い こ と が報告され て い る （大

木 ・崎山， 1995）．

　本報告で は，ス イ カ 餌本栽培に お け る果実小型化 の 原

因を解明 し，そ の 対策を確立す る 目的で ，個体当た りの

総葉面積 と果実重の 関係 に つ い て 検討す る と と もに ，地

ば い 栽培 と立 体栽培 に お け る果実肥大性 の 比較を 行 っ た．

材 料 お よ び 方 法

試 験 1．立 体栽 培 に お け る 総 葉 面 積 と 果 実 重 の 関

　　　　係 （3 月 播 き 6 月 ど り栽 培 ）

1）供 試 品 種

　ユ ウ ガ オ台木
‘FR ス トッ

パ ー’
（東海 シ ード）に接ぎ木

した ス イ カ品種
‘

ハ ニ ー・シ ャ ル マ ン
’

（松井農園），
‘

吉

野
’
（神 田 育種 農場 ），

t

早生天竜
’
（島崎種 苗 ）を 材料 と し

て 用 い た，1997 年 3月 7 日 に ユ ウ ガ オ 種子を，3月 14 日

に ス イ カ 種子 を バ ーミキ ュ ラ イ トを詰め た育苗箱に は種

した，3月 24 日 に さ し接ぎ法で 接ぎ木し た後，培養土 を

詰め た 黒色ポ リポ ッ ト（直径 7．5cm ，高さ 7．Ocm ）に 移植

Main Latera1Main

して 温室内で育苗 した．

2）栽 培 法

　野菜 ・茶業試験場施設生産部 の 大型 ガ ラ ス 温室内で 土

耕栽培 した．4月 18 日 に 畦幅 210cm （畦面幅約 150　cm ），

株間 50cm ，1条植え （95．2個体 ・a
−1
）で 定植 した．畦は

ビニ ル フ ィ ル ム （伊藤忠 サ ン プ ラ ス ，ム シ コ ン ワ イ ド）で

マ ル チ した．基肥は施用 せ ず，マ ル チ下に設置 した か ん

水チ ュ
ーブ （三石 ア グ リ，エ バ フ u − A 型 ）を用い て ，水

溶性園芸肥料 （大塚化 学，OKF − 1，成分 ：N 　15％，　 P205

8％，K2017 ％，　 MgO 　2％，　 CaO　6％）の 1，000倍液を適

宜か ん水と 同時 に 施肥 した．肥料成分 の 総施用量は，個

体 当 た りで お よ そ N7 ．Og ，　 P2053 ．7g ，　 K207 ．9g ，

MgO 　O．9g，　 CaO 　2，8　gで あ っ た．枝を立体栽培 する場合

に は，約 180cm の 高 さに 張 っ た 直径 5mm の 鋼鉄製の ワ

イ ヤ
ー

か らつ り下げ た ポ リエ チ レ ン 製の ひ もで 上方 に 誘

引 した．雌花開花時に人工授粉 し，果実は 1植物体当たり

1果 を主枝の 第 15〜20節 を 目標 に 着果 させ た ，果実の 直径

が約 10cm とな っ た 時点で ， ポ リエ チ レ ン 製の ひ もを十

文字に結ん で果実の底部を支持 し，地表約 180cmの高さ

に 張 っ た ワ イ ヤ ーか らつ り下 げ た．

Main
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Fig．　L　 Vertlcal　training　meth   ds　in　Experjment　1 （June　harvest　culture ）．　 Plants　were 　arranged 　50　cm 　apart 　on

　 　 210cm −
wide 　row ．　See　Tabre　l　for　the　nodal 　position　of　pinching　of　shoots 　in　each 　plot．

Tab 苴e　1，　 Training　methods 　of 　shoots 　on 　watermelon 　in　Experiment　l （June
−harvest　culturc ）．

Cultivar

　 　Plo吐
No ．　of 　shootsz

Tlaining　of 　shoot 　Planting

　 density

（Plants・a
『1
）

No ．　of 　leaves　 on 　each 　shoot
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3）枝 の 仕 立 て 法

　試験区と して ， 主枝 1本 の み を立体栽培 す る区 （以 下

FV1 区 ），主枝と主枝の 基部の 第 5節前後か ら発生す る第

一
次側枝 の 2本仕立て と し，両方 とも立体栽培する区 （以

下 FV2 − 1区 ），主枝 と第一次側枝の 2本仕立 て と し，主

枝を立体栽培 し側枝 は地ば い 栽培とす る区（以下 FV2 −2

区 ）の 3区を設 けた （第 1表，第 1図）．そ の 他の 側枝 は 発

生次第摘除 した，摘心 は ワ イ ヤーの 高さ を基準 に 行 い ，
‘

ハ ニ
ー・シ ャ ル マ ン

’

，
‘

吉野
’
で は，主枝を第 25節 ， 側

枝を第 22節、
‘
早生天竜

’
で は主枝を第 27節，側枝を第

24 節で摘心 した．

4）調 査 項 目

　
‘
早生天竜

’
で は 授粉 35 日後 に 当 た る 6月 16〜22 日に ，

‘
ハ ニ ー・シ ャ ル マ ン

’
と

‘
吉野

’

で は授粉 40 日後 に 当 た

る 6月 21・’26 日 と 20−−28 日に そ れ ぞ れ収穫 し，果実重と

糖度 を 測定 した ．糖度は，果実 の 頂部 お よ び 基部付近の

胎座部か ら採取 した 果肉汁液を糖度計 （ア タ ゴ
，

PR −．1型

）で 測定 し，そ の 平均値で 示 した．果実収穫後 に，総葉面

積を面積計 （林電工，AC −440 型 ）で測定 した，各区 の 配

置は，仕立 て 法を主区，品種を副区 と し た 10個体 2反復

の 分割区法 の 配置 と した が，果実お よ び葉面積の 調査 は

計 20個体 の 中か ら 図表中 に 示 し た 数 を採取 し て 行 っ た．

また，試験区間 の 有意性検定 に は，個体を反復 と して SAS

（SAS イ ン ス テ ィ チ ュ
ー

トジ ャ パ ン，バ ージ ョ ン 6．12）の

GLM プ ロ シ ジ ャ ，　 MEANS ス テ
ートメ ン トの TUKEY

オ プ シ ョ ンを用 い て 多重比較 を行 っ た．

試 験 2．立 体栽 培 と 地 ば い 栽 培 に お け る 総 葉 面 積

　　　　と 果 実重 の 関係 （8 月播 き 11 月 と
’
り栽 培 ）

1）供 試 品 種

　ユ ウ ガ オ 台木
‘
か ち ど き 2号

’
（萩原農場）に接ぎ木 した

ス イカ 品種
‘
早生天竜

’
（嶋崎種苗）を材料と して用い た．

1997年 8月 8 日に ユ ウ ガ オ 種子を，8月 11 日に ス イ カ種

子をバ ー
ミ キ ュ ラ イ トを詰 め た 育苗箱 に 播種 した ，8月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Main

　　 W

19 日 に あわせ接ぎ法で 接ぎ木し た後，培養土を詰 め た 黒

色ポ リポ ッ ト（直径 7．5　cm ，高さ 7．O　cm ）に移植 して 温室

内で育苗 した．

2）栽 培 法

　試験 1と 同様に，温室内 で 土耕栽培 した．定植は 9月 8

日に 行 っ た，畦は ビ ニ ル フ ィ ル ム （伊藤忠 サ ン プラ ス ，ム

シ コ ン ワ イ ド）で マ ル チ し た．施肥量は畦面面積 （全面積

の 約 1〆2）当 た りで 苦土石灰 15kg ・a
−1
，　 CDU 化成 12．5

kg・a
’i

（N ，　 P205，　 KzO 各 1．5　kg・a
−L
）を畦部 の み に 施用

した，か ん水は マ ル チ内に設置した かん水チ ュ
ーブ （三石

ア グ リ，エ バ フ ロ
ーA 型 ）で 適宜行 っ た ．枝を立体栽培す

る場合に は，約 180cm の 高さ に 張 っ た 直径 5mm の 鋼鉄

製の ワ イ ヤ
ーか ら つ り下 げ た ポ リエ チ レ ン製の ひ もで 上

方に 誘引 した ．雌花開花時 に 人 工 授粉 し，果実 は 1植物体

当た り 1果を主枝 の 第 25−3　O節着果を 日標 に 着果させ た ．

立体栽培す る場合に は，15cm 角に 切 っ た 白色寒冷紗を

底部 に 付 けて ト文字に結 ん だ ポ リエ チ レ ン 製 の ひ もを 用

い て 果実の 底部を支持 し，地表約 180cm の 高 さ に 張 っ た

ワ イ ヤーか ら つ り下 げた．

3）栽 植 密 度 と 枝 の 仕 立 て 法

　各区の 栽植密度，整枝本数お よ び摘心位置を第 2表 に ，

また 仕立 て 法を第 2図に 示す ．立体栽培区の 基 本栽植様

式は，畦幅 210　cm （畦面幅約 100　cm ），条間70　cm ，2条

千鳥植え とした ．そ の 中 で ，1）株 間 50・cm （栽植密 度

190 ．5 個体 ・a
．1
）で 主枝 1本 の み を仲長さ せ第 50節で摘心

し た 1 本仕立 て 区（Vl 区 ），2）株 間 100　cm （栽植密度

95，2個体 ・a
−1
）と し，主枝 1本と主枝 の 基部の 第 5節前後

か ら発生 した第一次側枝 1本を伸長 さ せ，主枝第 38節，側

枝第 26節で 摘心 した 2本仕立 て区 （V2
− 1区 ），3）2）と 同

様 に 仕立て て ，主枝第 50節，側枝第 40節 で 摘心 した 2本

仕立 て 区 （V2 −2 区 ），お よ び 4）株 間 100　cm （栽植密度

95．2個体 ・a
−1
）と し，主枝 1本と主枝の 基部か ら発生 した

第
一

次側枝 2本を伸長さ せ，主枝を第 38節，2本の 側枝
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180cm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 70cm

Fig。2．　Vertical　tTainingmethods　in　Experiment 　2（November
−harvest　culture ）．　P生ants 　in　V 且p】otwere 　set　50cm

　　 apart ，　whereas 　those　in　V2 −1，V2
− 2and　V3 　plGts　were 　planted　l　OO　cm 　apart 　on 　70　cm −

wide 　sub
−

rows 　on

　　 210cm −
wide 　main 　row ．　 See　Table　2　for　thc　nodal 　position　of 　pinching　of 　shoots 　in　each 　plot．
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を第 26節また は第 24節で摘心 した 3本仕立 て 区 （V3 区 ）
の 4 区を設け た ．な お，処理区間の 単位面積 当た りの 枝数

の 差を小さ くす る た め，V1 区で は栽植密度を他の 区の 2

倍 と した ．い ず れ の 区も伸長さ せ た側枝以外は発生次第

摘除 した ．各枝 は 定植 した 条部 と は反対側 の 条部ま で 畦

方向 と垂直 に 畦表面を誘引 した後，ポ リエ チ レ ン 製の ひ

もで 上方 に 誘 引 して ，約 180cm の 高さ に 張 っ た直径 5

mm の 鋼鉄製の ワ イ ヤ
ー

に つ り下げた．た だ し，　 V3 区の

第 24節 で 摘心 した側枝 は，定植部直上 の ワ イ ヤ
ー

へ 誘引

した．V2 一ユ区，　 V3 区 の 各枝 の 摘心位置 は ほ ぼ ワ イヤ
ー

の 高さ で あ っ た が ，
V1 区と V2 −2区で は ， 枝 を ワ イ ヤー

位置で折り返 して 下方に 誘引 した．

　地 ばい 栽培区 は 畦幅 420cm （た だ し定植部 の 畦面幅は

立体栽培区と同様約 100cm ），株間 75　cm の 1条植え と し

た．そ して，立体栽培区の V2一
ユ区お よ び V2 −2区と同 じ

整枝本数，摘心位置 とした区を設け，そ れ ぞ れ H2 − 1区，

H2 −2 区 と し た （第 2 表）．立体栽培区と同様，伸長さ せ

た側枝以外は発生次第除去 した．

垂直 に 誘引 した．

4）調 査 項 目

ま た，各枝 は畦方向と

　立体栽培と地 ば い栽培に おけ る植物体の 生育を比較す

る た め に，V2 −2 区お よ び H2 −2 区の 個体 に っ い て，主枝

長，側枝長お よ び展開葉数を 6・・8 日 ご と に調査 した．ま

た各区に つ い て ，着果 15 日後か ら5 日ご と に赤道面の 果

実周囲長 を測定 して 果実横 断面 の 直径を算 出 した ．果実

の 収穫iは 授rc　44−−45 日後の 11月 10−−24 日に 行 い ，試験 1

と同様 に ，果実重，果実糖度，葉面積 を調査 した．な お、

各区の 配置 は ，独立 して 存在す る立体栽培 区，地 ば い 栽

培区 そ れ ぞ れに つ い て ，10〜20個体 2反復 の 乱塊法 に 準

じた 配置 と した が，果実お よ び葉面積 の 調査は計 20−・3 

個体 の 中か ら図表中に 示 した数を採取 して 行 っ た，ま た，

有意性検定 に は SAS を用 い ，試験 1 と同様の 手法あ る い

は TrEST プ ロ シ ジ ャ を用 い て t検定を行 っ た．

Tab 且e　2，Training　methods 　of 　shoots 　on　watermelon 　in　Experiment　2 （November 　 harvest　culture）．

Plot
No ．　ofshootsz

Training
Planting

　density

（pl・nts ・a
−1
）　 Main

No ．　of 　leaves　on 　each 　shoot

Lateral　I　　Lateral　2Total

　no ．　of
　 leavesz

VlyV2
−lV2
−2V3

1223 Veltica監

Velt量calVelticalVCTtical

190．595

．295

．295
，2

08085353

606242

24

04
−

08

5fU98

H2 　1xH2

　2

22 Horizontal

Horizontal

31．731

．7

8035 ！
DO24 40／

00

ノ

ZPer
　plant．

ySee
　Fig ．2 ．

xSee
　Materials　and 　Methods．

Table 　3，　 Effects　of 　training　method 　on 　fnlit　weight 　and 　Brix　and 　total　leaf　area 　pel　plant　in　vertically

　　　 trained　watermclon （June−harvcst　culture）．

Cultivar

　 　Plot

Fruit　weight

（kg
・fruit

−L
）

Brix
Total　leaf　area
（m2

・plant
一且

）
LAI

‘Honey −
syaTuman

’

　　FV 　Iz

　 　FV2 −1

　 　FV2 −2
‘Yoshino ’

　 　FV −1

　 　FV2 −1

　 　FV2 　2
tWase −tenryu ’

　 　FV −1

　 　FV2 　1
　 　FV2 　2

2．57bY3

．27a3

．08a

1．90b3

．32a3

．19a

2，10b3

．27a2
．97a

9．5blO

．4ab10

．8a

9，8ab10
．6a9

．5b

10，0b11

．Oall
、Oab

0．522bO

．820aO

．841a

0．361bO
．822aO

．731a

0．542bO

．943aO
．958a

0．500

．780

．80

0．340
，780

，69

0．520

，900
．91

zSee

　Table　l　for　abbreviations 　of 　the　training　methods ．
ySame

　letters　within 　each 　cultivar　indicatc　no 　significant 　difference　by　Tukey ’sHSD 　test　at　P ＜ O．05 （n＝9
−13）．
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結 果

試 験 1．立 体栽培 に お け る 総 葉面 積 と 果 実 重 の 関

　　　　係 （3 月 播 き 6 月 ど り栽培 ）

　果実重，果実糖度，個体当 た りの 総葉面積お よ び葉面

積指数 （LAI）を第 3表 に 示す．い ず れ の 品種 に お い て も 1

本仕立 て 区 （FV1 ）の 個体 当た りの 総葉面積 およ び 果実重

は，2本仕立 て 区と比べ て 明 らか に 小 さか っ た．2本仕立

て とした FV2 − 1区と FV2 −2区 の 間で は，個体 当た りの

総葉面積お よび果実重 の間に は有意差は認め られなか っ

た，果実糖度は 9．5−・ll．0の 範囲に あ っ たが，い ずれ の 品

種 に お い て も 1本仕立て 区で や や低 くな る傾向が み られ

た．LAI は いずれ の 区に お い て も 1，0以下 で あ っ た．

　第 3図は，個体当た りの 総葉面積と果実重 の 関係を，3

種類 の 整枝 法を ま と め て品種別 に み た結果で あ る．い ず

れ の 品種 に お い て も，個体当た りの総葉面積と果実重 と

の 間に は，相関係数 0．8以上 の 高い 正 の 相関関係が 認 め ら

れた，

試 験 2．立 体栽 培 と地 ば い 栽 培 に お け る総 葉面 積

　　　　と 果実 重 の 関係 （8 月 播 き 11 月 ど り栽培 ）

　仕立て本数と葉数が 等し い 立体栽培区の V2 − 2区と地

ばい 栽培区の H2 −2区に つ い て ，主枝，側枝 の 伸長 および

本葉 の 展開速度を 比較 した 結果 を第 4 図 に示す．主枝お

よ び側枝長は摘心す る まで は ほ ぼ直線的に増加 し，立体

栽培区と地ばい 栽培区の 間で 有意差は 認 め られなか っ た

（第 4図 A ）．本葉 の 枚数 は両区 と も摘心 す る ま で は ほ ぼ直

線 的 に増加 した が，展開速度は 地 ば い 栽培区 で 速い 傾向

が み られた （第 4 図 B）．

　交配 15 日後か ら の 果実横断面の 直径の 経時変化を第 5

図 に示す．立体栽培区で は，2本仕立 て区（V2
− 1，　 V2 −

2）お よ び 3本仕立 て 区（V3 ）の 間で は 果実肥大 に ほ とん ど

差が認め られ な か っ た が，1本仕立て区（V1）で は そ の 他

の 区よ りも果実肥大が劣 っ た ．一方，地 ば い栽培区 （H2

　 45

£ 4．o’　

辱3．593

の
v

尋2．5
婁
起 2．0
巳
tU　 1．5

一1，H2 − 2区）の 果実肥大 は，同 じ仕立 て 本数 と葉数 で あ

る立体栽培区 （V2
− 1，　 V2 − 2区 ）よ りも良好 で あ っ た．

果実肥大 の 劣る区ほ ど，早期か ら果実肥大 が 停滞す る傾
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つ
一 Lateral　shoot 　in　V2−2

一 e − Main 　shoot 　in　H2−2　 − e − Lateral　shoot 　in　H2−2

Fig．　4．　 Growth　curves 　of 　shoot （A ）and 　number 　of　leaves（B ）in

　　 vertically （V2
−2）and 　horizontally（H2 − 2）trained　water −

　　 melon 〔November
−harvest　 culture ）．　 The 　 arrows 　 jn　 B

　　 indicate　the　duration　of 　pinching　of　shoets ．　 Sec　Table 　2　for

　　 abbreviations 　 of　 experimental 　plots．　
累

and
＊ ＊ indicate

　　 significance 　at　P く0．05　and 　P ＜0．01，　Iespectively ，　by　t−test

　 　 between 　V2 −2and　H2
− 2 （n ＝ ／4　in　V2

− 2and 　n ≡10in 　H2

　 　
− 2）．

1．0
　 0．2　0．4　0．6　0．8　1，0　1．2　1．40 。20 ．4　0．6　0．8　1．0　1．21 ．4

　　　　　　　　　　　　　　　　 Total　leaf　area （m2 　・plant
’1
）

0．20 ．4　0．6　0．8　1．0　1．2　 1．4

　　　 　　　　　　　　　　　 ■ FVl 　 ● FV2 −1　 ▲ FV2 −2
Fig．3．　Relationships　between 　total　leaf　area 　pef　plant　and 　fn】it　weight 　in　ve τtically　trained　watemmelon （亅une

−

　　 harvest　culture ）．　 See　Tabte 　l　fof　abbreviations 　of　the　experimental 　plots．
＊ ＊ indicates　significance 　at

　 　 P ＜0，01．
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向が み られ た．

　各仕立 て 区に おけ る果実重，果実糖度，個体当 た りの

総葉面積お よ び LAI を第 4表に示す．立体栽培区で は，1

本仕 立 て の V1 区に お け る個体当 た りの 総葉面積 お よ び 果

実重が ，そ の他の 区 と比 べ て明らか に小さ か っ た，また，

V21 区の 個体当た り の 総葉面積は V2 −2区および V3 区

よ りも小 さ か っ た が，こ の 三 つ の 区の 間で は果実重 の 差

は認 め られ な か っ た ，立体栽培区 と地ば い 栽培区の 比較

で は，仕立て 本数と葉数が同じで あ る V2 − 1区と H2 − 1区
の 間およ び V2 ．2 区と H2 −2区 の 間の い ずれ に お い て も，

明らか に 地ば い 栽培区 の 方が果実が 大 きか っ た．特 に H2
− 1区 は V2 −2 区よ り も個体 当た りの 総葉面積が 小 さい に

もか か わ らず，果実重 は 明 ら か に V2 −2 区 よ り大きか っ

た，果実糖度 は V2 −2区 で や や 低 く，　 H2 − 1区で やや高

か っ た もの の ，10．2〜10．7 の 範囲 に あり，仕立て法の 違 い

に よ る差は小さ か っ た ．LA 【は 立体栽培区で は 1．69〜2．13

の 範囲で あ り，地ば い 栽培区で は 1．0以下で あ っ た．

（
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　 　 15　　　　20　　　　25　　　　30　　　　35　　　　40

Days　afier　pollination

　試験 1と同様に，個体当たりの 総葉面積 と果実重 の 関係

に つ い て ，すべ て の 仕立て 法を ま と め て ，第 6図に示す．

立体栽培区お よ び地ば い 栽培区 と も，個体当た りの総葉

面積 と果実重 の 間 に は 高 い 正 の 相関関係 が 認 め ら れ た，
・
方 T 地 ば い 栽培 と立体栽培を比較す る と，個体当た り

の 総葉面積 が 同 じ場合 で も，果実重は立体栽培区で 明 ら

か に 小 さ か っ た ，
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　メ ロ ン，ス イ カ，カ ボ チ ャ 等 の ウ リ科野菜 に おい て は，

個体 当た りの 総葉面積 が大き い ほ ど果実が大き くな る こ

とが報告され て い る （高木，1939；萩原・余吾，1942；倉
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Fig．5．　Growth 　 curves 　 of 　 vertically 　 and 　 horizontally　 trained

　 　 watermelon 　 frujt　in　the　November −harvest　 cu ］ture．　 See

　　 Table　2　for　abbreviations 　of　experimental 　plots，　Vertical

　　 bars　i【1djcate 　SDs （n＝6
−15）．

Y ＝L70X ＋ 0．491

105
　　　1．0　　1．5　　2．0　　25 　　　3．0　　3．5

　　　 Total　leaf　area （m2 ・Plant
匿1
）

　　　　　　■ Vl 　 ▲ V2 −1　 ● V2−2

　　　　　　◆ V3 　　△ H2・1　　0 　 H2−2

Fig．6．　Distribution　 plots　 showing 　the　 relationships 　between

　　 total　 leaf　 area 　 and 　 fruit　 weight 　 in　 vertically （A ） and

　　 horizontally（B ）trajned 　watemelon （November
−havest

　　 culture ）　and 　their　 respective 　regression 　equations ・　See

　　 Table　 2　 for　 abbreviations 　 of 　 experimental 　 plots，　
＊ ＊

　　 indicates　significance 　at　P ＜0．Ol．

Table　4．　Effects　of　training　method 　on 　fruit　weigh しand 　Brix　and 　total　leaf　area 　per　plant　i囗

　　　 vertically 　and 　horizontally　trained　watemlelon （November 　 harvest　culture ）．

Trajning
Fruit　weight

（kg
・fruit

一且

）
Brix

Total 　leaf　area

（m2
・plant

−1
）

LAI

VliV2

　1V2
−2V3

2．15dy3

、90c4

．13c4

．37c

10．3ab10

．4ablO

．2b10

．4ab

1，046dl
．771c2

．225b2

．246b

1．99
ユ．692
．122

．13

H2 　1H2
．2

5．97b7

，08a

10．7a10

．5ab

1943c2

．667a

O．620

，85

zSec

　Table　l　for　abbreviations 　of　the　training　methods ．
ySame

　letters　indicate　no 　significant　difference　by　Tuke ゾs　HSD 　test　at　P ＜ 0．05 （n＝10　29，

　10−20and　10− 13　in　fruit　welght ，　Brix　and 　total　leaf　area ，　respectively ）．
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い て 得 られ た結果で あ る が，本試験の結果，枝を上方 に

誘引す る 立体栽培 に お い て も同様の 現 象が み られ る こ と

が明ら かとな っ た．本試験は，基肥無施用 で か ん 水同時

施肥を行 っ た 3月播き 6月 ど り栽培 （試験 1）と，基肥施用

の 8月播き 11月 ど り栽培 （試験 2）と い う異 な る肥培管理

や作期で行われ，ま た試験 1で は 3品種 を 用 い て 検討 し

た．そ の い ずれ に お い て も，仕立て法に か か わ らず個体

当た りの 総葉面積と 果実重 の 間 に は 高 い 正 の 相関関係 が

認め ら れ た．試験 1で は栽植密度 95．2個体 ・a
−L
，枝数 に

して 95．2〜1905 本 ・a
−i
，LAI　1．0以下 で あり（第 3表 ），

試験 2 で は栽植密度 95．2−190．5 個体 ・a
−1

， 枝数 に し て

190．5〜285．2本 ・a
−

］

，LAI　1．7−2．1 程度で あ っ た （第 4

表 ）．従 っ て ，少な くと もこ れ らの 範囲に おい て は，立体

栽培 に お い て も個体当た りの 総葉面積と果実重 の 間 に は

密接な関係 が ある と い え る．

　試験 1の 2本仕立て 区の 中で ，主枝は 上方に誘引 し，側

枝を 上方に誘引す る区（FV2
− 1）と地 ば い とす る区（FV2

−

2）を設定 したが，両区の 果実肥大 に 差 は 認 め られ な か っ

た．従 っ て ，枝 の 誘引 や 腋芽 の 除去等 の 管理作業を行 う

際の 作業姿勢を考慮す る と，立体栽培 に お い て はす べ て

の 枝を 上方へ 誘引す る こ とが望 ま しい と考え られ る．

　試験 2 で は，立体栽培 と地ぱい 栽培 に おけ る植物体 の 生

育経過 や 果実肥大状況に つ い て検討 した．そ の 結果，本

葉展 開速度 に は仕立 て 法に よ る若干 の 差がみ られ た もの

の ，枝 の 伸長速度 に は 差 が な か っ た，一方，果実肥大に

は明らかな差がみ られ，個体当 た りの 総葉面積 が 同 じ場

合で も，果実重 は 明 らか に 立体栽培区 で 小 さか っ た，大

木 ・崎山（1995）も， 抑制栽培 カ ボ チ ャ に お い て 地ば い 仕

立て と立体仕立 て の 比較を行い，植物体 の 生育差は小 さ

い が，果実重は地 ば い 仕立 て よ りも立体仕立 て で 小 さ い

こ と を報告 し て い る ．試験 2 で の 立体栽培 区 の LA 【が

1．69・・2．13，地ばい栽培区の LAI が 1，0以下 で あ っ た こ と

か ら，果実肥大に 差異 が 生 じた 理 由の
一

つ と して ，立体

栽培 に よる LAI の 増大 に 伴う受光態勢の 悪化 と，そ れ に

起因する個体 当た りの 光合成量の減少が考え られ る，整

枝法の 違い に よ る受光態勢お よ び 光合成速度の 差 異 に っ

い て は，リ ン ゴ，ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 等 の 果樹で 検討が な

さ れて い る．倉橋 ・高橋 （1994， 1995）は，リ ン ゴ
‘
ふ じ

’

の Y 字形棚整枝と主幹形整枝を比較し，Y 字形棚整枝 の

方 が 収量 が 多 い の は，樹冠専有面積率お よ び 最適葉面積

指数 が 高 く，受光環境が良好で 1樹当た りの 光合成速度が

高 い た め で あ る と して い る，ま た，小野ら （1980）は，ウ

ン シ ュ ウ ミカ ン に つ い て ，果実生産性 の 高 い 棚仕立て 樹

を開心 自然形樹 と比較 し，棚仕立 て樹の 方が光利用効率

が 高 く，1樹当た りの 光合成能が優れ て い る と して い る．

本試験の 立体栽培区で も，個体 の 受光態勢が果実肥大 に

影響を及ぼ して い る と推察され る デ
ー

タが 見受 け られ た．

す な わ ち，試験 2 に お い て 立体栽培 2本仕立て 区 の V2 −

1区 と V2 −2 区を比較す る と，個体当 た りの 総葉面積 は

V2 −2区で 明らか に大きか っ たが，果実重 に は有意差 が 認

め られ な か っ た．こ の 理 由 と して は，V2 − 1区，　 V2 −2区

の 葉面積指数が そ れ ぞ れ 1．69，2．12 で あ っ た こ と か ら，

ワ イヤーか ら下方へ 折り返して誘引した V2 −2区で は，葉
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Fig．7．　Distribution　plots　 showing 　the　 relationships 　between

　　 total　 leaf　 area 　 and 　fruit　 weight 　 in　vertically 　trained

　　 watermelon
‘Wase −tenryu

’in　the 亅une
−harvest　 culture

　　 （A ）and 　in　the　Novembcr −harvest　culture （B）and 　their

　　 「esPective 　regression 　cquations ．　
＊ lir

】dicates　significance

　 　 atP く〔〕P〔〕1．

Tab 且e　5．　 Total　solar 　radiation 　during　the　fruit　developmental　period　of
‘Wase 　 tenryu

’
　in　the　June

　 　 　 　 harvest　and 　the　November 　 harvest　culture ．

Culture
Fruit　developmental

　　 periodZ

Total　integrated
solar 　radiationy

　（MJ
・
m
−2
）

Mean　total　integrated

solar 　radiation 　per　day

　（MJ
・m

−2・day
−1
）

　 June−harvest

November −harvest19May

−23　Jun．（35days）
10ct ．− 15Nov ．（45days）

635594 17．612

．9

z

　Mean 　period　from　po］lination　to　halvest．
vTotahntegrated

　solar 　radiation 　was 　measured 　by　a　solarimeter （Eko　Instruments　Trading，　MS −42）set

at　the　observation 　field　of　the　Institute．
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面積の 増加 の 効果が葉の相互遮 へ い に よ る個体当 た りの

受光量 の 低下 に よ っ て 相殺さ れ た こ とが 考え られ る．ま

た，試験 1 と試験 2 で 共通 して 供試 した
‘
早生 天竜

’
で，個

体当た りの総葉面積 と果実重の 関係を作期 別 に 比較 した

とこ ろ，3月播き 6月と
’
り栽培が 8月播 き 11月ど り栽培

よ りも単位葉面積当 た り の 果実生産効率が 高い 傾 向が み

られ た （第 7 図）．こ の 理由と して は，3月播き 6月どり

栽培の 方が 果 実肥大期 の 積算 日射量 が 多 く光条件 が 良好

で あ っ た こ と （第 5表 ），お よ び LAI が 小 さ く（第 3表，第

4表 ）受光態勢が良好で あ っ た こ と等が考え られ る．川信

（1997）もス イ カ の 立体栽培に お い て T 果実肥大期の 積算

日射量 が 果実 の 大き さ に 影響す る こ とを示唆 して い る、

　本試験 の 結果か ら，ス イ カ の 果実重 は 基本的に 個体当

た りの 総葉面積 に よ っ て 決定 され る も の と考え られ る が，

受光態勢も関与 して い る こ とが 示唆さ れ た，今後は，個

体当た りの葉面積や受光態勢等を関連づ け た物質生産特

性を解析す る こ と に よ り，立体栽培ス イ カ の 果実生産性

を決定する要因 が よ り明確 に な る もの と思われ る．

摘　　要

　 ガ ラ ス 温室内で ス イ カ を土耕栽培し 1 立体栽培お よ び

地 ば い 栽培 に おけ る 個体 当たりの 総葉面積と果実重 の 関

係 に つ い て 検討 し た ．

　 1．‘
ハ ニ ー・シ ャ ル マ ン

’

，
‘

吉野
’
，

‘
早生天竜

’
の 3品

種を用い て 仕立 て 本数を 1本ま た は 2本と して 立体栽培

（3月播き 6月 どり栽培 ）を行 っ た とこ ろ，い ずれ の 品種 に

お い て も個体 当 た りの 総葉面積 と果実重 の 間に は高い 正

の 相関関係 が 認 め ら れ た．

　 2．‘
早生天竜

’
を用い て仕立 て本数 1−3本 で 立体栽培

および地 ばい 栽培 （8月播き 11月 どり栽培）を行 っ た とこ

ろ，立体栽培，地ば い 栽培 の い ず れ に お い て も個体当た

りの総葉面積 と果実重の 間に は高い 正 の 相関関係 が 認 め

られ た．　 　
’

　 3．立体栽培 と地 ば い 栽培を 比較す る と，個体 当た りの

総葉面積が 同 じ場合 で も，立体栽培区 の 果実 は地 ば い 栽

培区 よ り明 らか に 小 か っ た．

　4．果実糖度に 対す る誘 引法 や 個体当 た りの 総葉面積の

影響は小さか っ た ，

　5．以上 の 結果，ス イ カ の 果実重は基本的 に個体当 た り

の 総葉面積 に よ っ て 決定 さ れ るが
，

そ れ に加え て受光態

勢も関与 して い る こ とが示唆された．

　謝　辞　本試験を遂行す る に当た り，ス イ カ の 栽培管理

に 新美五世男技官お よ び石川和成技官の ご 援助を い た だ

い た．こ こ に記 して 感謝の意を表す る．

　　　　　　　　　　 引用 文 献

萩原　十 ・
余吾卓也，1942．西瓜の 葉面積と果実 との 関係．

　　 園学雑，13：272−276，

加藤　徹 ・福元康文 ・木下信三 ．1984a．ス イ カ果実の 肥大・

　　 品質 に及 ぼ す整枝・摘心 な らび に 摘葉の 影響に つ い て ．高

　　知大学報（農学）．33：83−90．

加藤　徹 ・福元康文 ・木下 信三．1984b．ス イ カ果実の 肥大 ・

　　品質 に 及 ぼ す側枝 の 取扱 い の 影響 高知大学報（農学 ）．

　 　 33：91 −99，

加藤 徹 ・福元康文 ・木下信三．1985．2本仕立 て の ス イ カ

　　果実肥大・
品質に 及 ぼ す時期別摘心及 び 摘葉 の 影響に つ

　　 い て．高知大学報 （農学）．34： 7178 ，

川信修治．1997．ス イ カ 果実の 生育 ・肥大に 及ぽ す積算温度

　　と 口射量 の影響 南九州 大学報 （A ）．27：1−8．

倉橋孝夫 ・高橋国昭．1994．リ ン ゴ
‘

ふ じ
’

の 瑚仕立 て Y 字

　　形整枝法 と主幹形整枝法 に お け る生産力 と果実品質の 比

　　 較 園学雑 　63：305 −311．

倉橋孝夫 ・高橋 国昭．1995．Y 字形棚整枝 と主幹形整枝 リ ン

　　 ゴ樹
‘
ふ じ

’
の 光環境と果実品質 お よ び 光合成特性 の 比

　　 較 園学雑．64：499−508，

倉田久男 ・水野正美．1982．洋種カ ボチ ャ の 果実 の 発育に及

　　 ぼ す葉面積 の 影響．香川 大農学報．33： 103108 ．

前川穎司．ユ986．高知県 シ ャ ル マ ン ・田端の 立 ち栽培．p．86

　　 99．農耕 と園芸編集部編．ス イ カ 生 理 と栽培技術 誠

　　文堂新光社．東京．

小野祐幸 ・工 藤和典 ・大東　宏．1980．ウ ン シ ュ ウ ミ カ ンの

　　光合成作用お よ び生産構造 に 関す る研究．第 3報．樹形

　　の ち が い が 光合成速度 に 及ぼ す影響．四 国農試研報．

　 　 35：41　54．

大木　浩・
崎山　　

・．1995．無加温施設に よ る 12月 ど り抑制

　　カ ボ チ ャ の 栽培法
一
品種，播種期，施肥量，仕立て 方が

　　 生 育 と収量に 及ぼ す影響
一、千葉農試研報．36：4755 ．

高木輝治．1939．メ ロ ン の 葉面積が其 の 発育器官並に 果実 に

　　及ぼ す影響に 就て ．第 1報．園学雑　10： 198−207．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


